
平
成
二
十
六
年
四
月
十
七
日
提
出

質

問

第

一

二

八

号

「
北
西
太
平
洋
に
お
け
る
生
物
資
源
の
保
存
、
合
理
的
利
用
及
び
管
理
並
び
に
不
正
な
取
引
の
防
止
の
た
め
の

日
本
国
政
府
と
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
と
の
間
の
協
定
」
の
効
果
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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「
北
西
太
平
洋
に
お
け
る
生
物
資
源
の
保
存
、
合
理
的
利
用
及
び
管
理
並
び
に
不
正
な
取
引
の
防
止
の
た
め
の

日
本
国
政
府
と
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
と
の
間
の
協
定
」
の
効
果
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
二
年
九
月
八
日
、
当
時
の
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
と
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
「
北
西
太
平
洋
に
お
け
る
生

物
資
源
の
保
存
、
合
理
的
利
用
及
び
管
理
並
び
に
不
正
な
取
引
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
と
の
間
の

協
定
」
（
以
下
、
「
協
定
」
と
す
る
。
）
に
署
名
を
し
た
。
そ
の
後
、
本
年
二
月
に
「
協
定
」
の
二
回
目
の
説
明
会
が
水
産
庁

に
よ
り
開
催
さ
れ
、
同
年
三
月
四
日
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
が
終
了
し
、
「
協
定
」
は
本
年
四
月
中
旬
以
降
、
発
効

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
と
思
料
す
る
。

右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

二
〇
〇
七
年
九
月
八
日
、
第
一
次
内
閣
を
率
い
て
い
た
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
首
脳
会
談
が
行

わ
れ
、
ロ
シ
ア
産
カ
ニ
の
密
漁
密
輸
出
防
止
の
会
議
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
同
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
に
専

門
者
会
議
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
我
が
国
は
、
日
ロ
二
国
間
の
み
で
の
規
制
で
は
第
三
国
へ
の
抜
け
道
が
残
る
可
能

性
が
あ
り
、
実
効
性
に
限
界
が
あ
る
と
こ
ろ
、
二
国
間
で
は
な
く
多
国
間
で
の
密
漁
密
輸
出
防
止
の
枠
組
み
が
必
要
で
あ
る

旨
の
指
摘
を
し
て
い
る
か
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

一



二

我
が
国
は
輸
入
貿
易
管
理
令
を
一
部
改
正
し
、
ロ
シ
ア
政
府
が
発
効
す
る
輸
出
証
明
書
を
用
い
て
輸
入
規
制
す
る
内
容
の

「
協
定
」
に
署
名
し
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
韓
国
、
中
国
と
ロ
シ
ア
と
の
協
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
国
内
法
を
用

い
て
の
輸
入
規
制
で
あ
る
の
か
、
政
府
と
し
て
そ
の
内
容
を
ロ
シ
ア
側
に
確
認
を
し
て
い
る
か
。

三

日
ロ
間
の
み
な
ら
ず
、
ロ
シ
ア
は
既
に
韓
国
と
「
協
定
」
と
同
趣
旨
の
密
漁
密
輸
出
防
止
の
た
め
の
協
定
を
締
結
し
、
発

効
し
て
い
る
。
中
国
と
は
、
同
趣
旨
の
協
定
の
締
結
に
向
け
て
協
議
を
し
て
い
る
と
承
知
す
る
。
ロ
シ
ア
産
カ
ニ
が
密
漁
さ

れ
、
密
輸
出
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
に
は
、
日
ロ
間
の
み
な
ら
ず
、
韓
ロ
、
中
ロ
で
結
ば
れ
た
協
定
の
内
容
を
確
認
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
同
程
度
に
厳
し
い
規
制
を
敷
か
な
け
れ
ば
、
一
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
他
国
へ
の
抜
け
道
が
残
さ
れ
、
結
果
と
し
て

密
漁
密
輸
出
は
な
く
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

四

ロ
シ
ア
と
し
て
、
我
が
国
以
外
の
国
と
密
漁
密
輸
出
を
防
止
す
る
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、
な
ぜ
多
国
間
協
定

を
締
結
し
、
複
数
国
間
で
同
一
の
規
制
を
敷
こ
う
と
し
な
い
の
か
、
政
府
と
し
て
ロ
シ
ア
側
に
そ
の
理
由
を
照
会
し
て
い
る

か
。

五

二
〇
〇
二
年
よ
り
我
が
国
で
「
外
国
人
漁
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
の
適
用
が
強
化
さ
れ
、
ロ
シ
ア
漁
船
の
入
港
を
規

制
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ロ
シ
ア
産
カ
ニ
は
、
韓
国
に
流
通
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
量
は
約
千
八
百
ト

二



ン
か
ら
一
万
九
千
ト
ン
へ
と
、
十
倍
以
上
に
も
達
し
て
い
る
。
右
の
規
制
強
化
は
、
ロ
シ
ア
政
府
の
発
行
す
る
貨
物
税
関
申

告
書
に
よ
る
輸
入
規
制
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
「
協
定
」
も
輸
出
証
明
で
の
同
様
の
書
類
方
法
に
よ
る
、
日
ロ
二
国

間
の
み
の
輸
出
入
規
制
で
あ
る
と
こ
ろ
、
密
漁
密
輸
出
防
止
の
効
果
は
薄
く
、
ロ
シ
ア
産
カ
ニ
の
輸
入
先
が
よ
り
規
制
の
緩

い
第
三
国
に
移
る
事
態
が
起
き
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
産
カ
ニ
の
輸
入
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
の
大
き
い
我

が
国
の
各
地
方
の
経
済
を
疲
弊
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の
様
な
第
三
国
へ
の
抜
け
道
の
可
能
性
の
あ
る
規
制
で
は

な
く
、
安
倍
総
理
が
第
一
次
内
閣
を
率
い
て
い
た
二
〇
〇
七
年
に
実
施
さ
れ
た
様
な
会
議
を
開
催
し
、
効
果
の
あ
る
密
漁
密

輸
出
防
止
の
方
法
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
そ
の
具
体
的
な
方
法
の
一
つ
に
、
入
札
で
決
定
さ
れ
て
い
る
ロ
シ

ア
国
内
で
の
カ
ニ
の
漁
獲
を
、
非
公
開
で
は
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
国
内
で
の
透
明
性
を
高

め
、
輸
入
側
に
も
ど
れ
が
正
規
の
漁
獲
で
ど
れ
が
そ
う
で
な
い
か
を
見
極
め
ら
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
を
ロ
シ
ア
側
に

提
案
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
安
倍
総
理
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


